
- 1 - 
 

令和元年１１月２６日 

 

 

西会津町議会広報広聴常任委員会   

委 員 長 武 藤 道 廣  様 

 

 

議会報告会第１班 班長 秦 貞継 

 

議 会 報 告 会（第1班）報 告 書 
 

「町民と議会との懇談会」（第13回議会報告会）開催結果について、下記のとおり報告いたしま

す。 

記 

 

１．開催場所及び日時等 

開催場所 開催日 開催時間 参加者 

町公民館 １１月２０日（水） 18：30～20：30 

男性…  ９人 

女性…  ２人 

計 … １１人 

 新郷連絡所 １１月２１日（木） 18：30～20：30 

男性…  ５人 

女性…  １人 

計 …  ６人 

 奥川みらい交流館 １１月２２日（金） 18：30～20：30 

男性…  ５人 

女性…  ０人 

計 …  ５人 
□自治区長出席者状況  町公民館      ４町内自治区長 渡部 憲 
                      ９町内自治区長 酒井 誠明 
            新郷連絡所     滝坂自治区長  佐藤 勝栄 

橋立自治区長  佐藤 健一 
                      樟山自治区長  武藤 修一 
                      平明自治区長  薄 三惠子 
                        奥川みらい交流館  道目自治区長  井上 國男 
                      新町自治区長  川上 研二 
                      中町自治区長  岩橋 義平 
□添付書類…出席者名簿 
 

２．出席議員 
秦 貞継   青木照夫   猪俣常三   上野恵美子   清野議長（２０日のみ） 

 
３．実施内容 

別紙のとおり。   
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           ＜ 別  紙 ＞ 

１．町公民館 

（１）担当係 

① 受 付     上野 恵美子 

② 進 行     猪俣 常三 

③ 開会あいさつ  清野議長 秦 貞継 

④ 説 明     青木 照夫 

⑤ 記 録     上野 恵美子    

 

（２）議会報告に係る参加者からの質問等 

① 平成３０年度決算における財政指標について 

平成３０年度決算において、歳入・歳出ともに全て黒字とのことだが、経常収支比率が93.6％

で、平成２９年度と比較して４.1％の増となっている。この要因は何か。 

□回答…副町長・教育長の人件費、地方交付税の減額、こゆりこども園の保育料無料化が主

な要因。財政指数は判断基準の警戒ラインを越えているものはなく、財政調整基金は

約6億円あり、健全な財政と認識している。        ＜回答者 清野議長＞  

  

  ② 補正予算で計上された定住住宅整備費補助金の内容はどのようなものか。 

□回答…移住者や町内の若者が住宅を新築、中古住宅を取得、住宅改修・増築した場合の補

助金である。                      ＜回答者 秦 貞継＞ 

 

  ③ にしあいづ移住支援事業の内容はどのようなものか。 

   □回答…東京 23 区に 5 年以上在住又は勤務していた方が、西会津町に移住し県のマッチン

グサイトを通して就業した場合、又は起業した場合に対象となるものである。 

 ＜回答者 秦 貞継＞ 

 

  ④ 水道事業について 

水道を造ってから40年が経ち、老朽化しているが、水道施設の更新と、一般会計からの水

道会計への持ち出し金額を教えてほしい。 

   □回答…後日、本人に説明します。              ＜回答者 秦 貞継＞ 

 

  ⑤ 防災行政無線のデジタル化工事について 

下野尻に取り外したスピーカーと鉄柱が置いてあるが、再利用できたのではないか。取り替

える必要はないのではないか。予算のチェック機能を強化してほしい。 

   □回答…議会でのチェックを強化していく。           ＜回答者 秦 貞継＞ 

 

  ⑥ 入札が済んだのに、若者向け住宅の着工が遅れているのはどうしてか。 

   □回答…プロポーザル方式で業者を決定し、設計・施工一体型で整備を進めている。現在、

周辺住民の要望を聞きながら、実施設計をしている。 

 ＜回答者 秦 貞継・上野 恵美子＞ 
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  ⑦ 農業について 

    5年後には、西会津町では農業の担い手がいなくなってしまうとの危惧がある。そんな中、

昭和村では、農業法人を作って農業生産に取り組んでいる。現在、本町の若者にも農業に

力を注いでいる人たちがいるので、町をあげて農業振興に取り組んでほしい。 【要望】 

 

  ⑧ 若者向け住宅に入居する人がいるのか。新しい建物を建てて負債を残すことはやめてほしい。

空き家の活用に力を入れ、シニアを対象としたシェアハウスなどに活用したら良いのではな

いか。                                   【要望】 

 

（３）懇談会に係る参加者からの提言及び意見等 

① 台風19号発生時、役場から自治区に対しての具体的な指示はなかった。 

防災行政無線が聞こえない時は、ケーブルテレビを見るように町民に周知する必要がある。 

 

② ハザードマップが各家庭に配られたが、活用されていない。 

   

③ 1人暮らしの老人などの避難はどうすればいいのか。 

 

（４）開催会場における改善及び反省事項 

   特になし 

 

２．新郷連絡所 

（１）担当係 

① 受 付     上野 恵美子 

② 進 行     猪俣 常三 

③ 開会あいさつ  秦 貞継 

④ 説 明     青木 照夫 

⑤ 記 録     上野 恵美子    

 

（２）議会報告に係る参加者からの質問等 

① 水道事業について 

    現在、水道組合で行っている水道の管理を町へ移管すること。設置時同様、施設更新時に

対応する制度化を推進してほしい。 

    □回答…町への提案として取り上げ、検討してもらう。     ＜回答者 秦 貞継＞ 

   

  ② 森林の活用について、町の面積の約8割が森林。森林を資源と考え、活用も含め新たな産業

となれば雇用にもつながる。また、町だけでなく広域的な取り組みとしても検討するべき。 

□回答…木材活用方法については様々な方法がある。今後も森林の利活用方法については

議論していきたい。                   ＜回答者 秦 貞継＞ 
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③ 若者向け住宅を整備しているが、民間のアパートや町営住宅も空いているのに、入居を希

望する人はいるのか。 

□回答…町内のアパート経営者に聞き取りをした時点では、町内の賃貸住宅の空きは少なか

った。町からは「若者の移住・定住が目的の事業で、他市町村から西会津町の企業に

通勤している若者へのアンケートの結果、ニーズが認められ、また、建設地は5地区

の中で、野沢地区の希望が1番多かった。」と説明があった。 

                           ＜回答者 秦 貞継・上野 恵美子＞ 

 

④ イノシシ対策について、前回の報告会でも要望したが被害改善の成果が見えない。早急に

対応・捕獲を望む。 

   □回答…一般質問等で町側の姿勢を質したが、早急な対策をとるよう町に要望する。 

＜回答者 秦 貞継＞ 

 

⑤ シルバーの雇用について２０２５年には4人に1人が 65歳以上、２０３５年には2人に1

人が65歳以上になると予測されている。本町でも、シルバーが働ける雇用環境の整備を検討

してほしい。                                【要望】 

   

  ⑥ 敬老祝金の配布額を見直してはどうか。                   【要望】 

 

（３）懇談会に係る参加者からの提言及び意見等 

① ハザードマップの見直しが必要。避難経路を加えるのはどうか。 

 

② 地域ごとの防災のしおり又はハンドブックを作ってはどうか。しおりの中にその地域にお

いての自然や環境・災害の歴史なども入れ、地域を学びながら災害は油断してはいけないと

いうことを理解してもらい、防災意識向上につなげてはどうか。 

 

③ 自治区内でＬＥＤの防犯灯が切れているところがあるが、災害時に避難する場合、その防犯

灯の果たす役割が大きい。防犯灯の交換は迅速に対応する必要があるのではないか。 

 □回答…防犯灯は自治区のものであり、管理も自治区が行うことになっている。 

 

④ 災害発生時の議員の役割を明確にする必要があるのではないか。 

   □回答…「西会津町議会における災害発生時の対応要領」に基づき、対応することになって

いる。 

 

（４）開催会場における改善及び反省事項 

   特に無し 
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３．奥川みらい交流館 

（１）担当係 

① 受 付     上野 恵美子 

② 進 行     猪俣 常三 

③ 開会あいさつ  秦 貞継 

④ 説 明     上野 恵美子 

⑤ 記 録     上野 恵美子    

 

（２）議会報告に係る参加者からの質問等 

  ① 森林環境譲与税基金条例について、森林の私有財産の管理をどのようにお願いできるのか。 

また制度の利用の際、森林の境界がわからないと思われるが対応はどのように行うのか。 

   □回答…今回の予算は調査費用であり、具体的な運営方法に関してはこれからである。 

＜回答者 秦 貞継＞ 

   

② イノシシ対策について早急な対応をしてほしい。土地を掘り返してしまうため田が作れな

くなる。 

また、最近は民家のすぐ近くまで出てきているため、人的な被害の恐れがある。早急に被害

の調査・対応・捕獲を強く望む。 

   □回答…町は、「個体数の削減に取り組んでいく」と答弁し、電柵での対策を示している。 

捕獲数は４頭である。早急な対策をとるよう町に要望する。 

＜回答者 秦 貞継＞ 

 

  ③ 管内行政調査で、三島町の若者向け住宅に視察に行っているが、西会津町の若者向け住宅整

備事業に役立っているのか。報告書の提出だけでなく、町政に活かしてほしい。 

   □回答…視察に行った際の各議員の役割分担を明確化するなど、議会でも議員個人が問題意

識を持ってもらうよう取り組んでいる。また、調査した内容の町民への公表方法は今

後検討していく。                    ＜回答者 秦 貞継＞ 

 

④ 奥川地区に整備が計画されている小規模多機能型居宅介護施設について、奥川地区の住民

は自宅でのサービスを希望する人が多い。姥捨て山のような施設ではなく、できるだけ在宅

生活を希望する人のために、早急に建設してほしい。             【要望】 

  

⑤ 議会報告会での町民の意見を行政につなげてほしい。また、議会報告会で出された町民か

らの質問や町政への提案等には、必ず回答してほしい。回答の手段も検討してほしい。 

□回答…質問や提案をいただいた内容については、議会だより等の活用も含め、公表方法を

今後検討していく。                   ＜回答者 秦 貞継＞ 

 

⑥ 議会のあり方について、町の方向性を提言できるような議会を望む。 
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（３）懇談会に係る参加者からの提言及び意見等 

① 台風19号発生時の町の対応は早かった。 

 

   ② 町はハザードマップを各家庭に配布したが、住民の防災への意識が薄い。 

 

４．報告会における改善及び反省事項 

特になし 
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令和元年１１月２５日 

 

 

西会津町議会広報広聴常任委員会   

委 員 長 武 藤 道 廣  様 

 

 

議会報告会第２班 班長 三 留 正 義 

 

 

議 会 報 告 会（第２班）報 告 書 

 

「町民と議会との懇談会」（第13回議会報告会）開催結果について、下記のとおり報告いたしま

す。 

 

記 

 

１．開催場所及び日時等 

開催場所 開催日 開催時間 参加者 

黒沢公民館 １１月１８日（月） 18：30～19：55 

男性… ８人 

女性… １人 

計 … ９人 

下野尻集会所 １１月１９日（火） 18：30～19：50 

男性… ８人 

女性… ０人 

計 … ８人 

小綱木集会所 １１月２０日（水） 18：30～20：00 

男性… ５人 

女性… ０人 

計 … ５人 

□自治区長出席者状況  黒沢会場     黒沢自治区長 長谷川 優 

            下野尻会場    下野尻区長  長谷川 誠 

            小綱木会場    小綱木区長  荒海洋子（文弥） 

□添付書類…出席者名簿 

 

２．出席議員 

三留正義  武藤道廣  小柴敬  荒海正人  清野議長（18日のみ） 

 

３．実施内容 

別紙のとおり。 
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＜ 別  紙 ＞ 

１．黒沢公民館 

（１）担当係 

① 受 付    荒海 正人 

② 進 行    武藤 道廣 

③ 開会あいさつ 黒沢区長 長谷川 優・議長 清野 佐一・班長 三留 正義 

④ 説 明    三留 正義 

⑤ 記 録    三留 正義 

 

（２）議会報告に係る参加者からの質問等 

① 若者向け住宅整備事業について、場所の選定経緯と道路接続等の説明を求めます。 

② バスの始発を「黒沢」から「野沢」とできないか。 

③ 町外者のバスの利用料に「こども料金」を設定できないか。 

□回答… 

①全員協議会で説明された「隣接する自治区（長）と旧野沢保育所の跡地利用について意見

交換をしたが要望が出なかった。町内企業により住宅の要望があった。」など全員協議会

の内容をお話した。 

道路接続については、本施設運用の段階で調整対応可能です。   

＜回答者  三留・武藤・清野議長＞ 

②「バス始発変更」対応…町に要望していく 

③「バス利用料の見直し」対応…町に要望していく 

 

（３）懇談会に係る参加者からの提言及び意見等 

① 旧黒沢小学校が一時避難場所になっているが、雨漏りやトイレが使えないなどして使用 

できないのではないか。現況を調査し再検討してほしい。小杉山も同様であるが土地柄、 

冬期間の積雪がある場合なども含め再度検討してほしい。 

□回答…現在、町側も見直し中であるが、議会としても注目しながら確認していきます。 

＜以下回答者  武藤委員が対応の中心となった＞ 

□対応…今後の一般質問等の内容を鑑みながら、町側へ理解と検討を促す要望をしていく。 

 

② 面倉林道の法面崩落した箇所など、町側で確認に来たが返答などが無いので回答・説明を

するように促してほしい。 

□対応…話を持ち帰り、町側へ回答・説明が求められていることを伝える。 

 

（４）開催会場における改善及び反省事項 

   特に無し 
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２．下野尻集会所 

（１）担当係 

① 受 付    荒海 正人 

② 進 行    武藤 道廣 

③ 開会あいさつ 三留 正義  自治区長 長谷川 誠 

④ 説 明    三留 正義 

⑤ 記 録    小柴 敬 

 

（２）議会報告に係る参加者からの質問・意見等 

① 議会だよりにある地方交付税と普通交付税の違いについて、また、一般の会社のように 

   この時期の決算見込み等の説明はあるのか。 

□回答…地方交付税は、普通交付税及び特別交付税で構成されている。 

       算定式があり、人口・面積・学校数などが加味されて計算される。 

       予算を100とすれば、決算も100なのが行政の会計であり、決算見込みなどの 

      報告はない。 

                                 ＜回答者 三留 正義＞ 

  ② 小杉山地区の地すべり復旧工事は、受益者負担などは発生するのか。 

□回答…受益者負担はない。緊急自然災害防止対策事業債で対応する。償還額の７割が地方

交付税によって交付される。 

 

 「要望事項」 

① 各地区のため池問題  底にたまった土砂さらいなどの補助金要望は出せないのか。 

水田においては、今後、水の心配があり、耕作意欲の低下につながる。 

□回答…大沼ため池の調査結果は聞いている。億を超える金がかかるため断念したようだ。

水路が無ければ農業の維持は不可能であり、農業継続のために議会としても対応が必

要と思う。                      ＜回答者 武藤 道廣＞ 

 

  ② 有害鳥獣（特にイノシシ）対策の問題  電柵については費用が掛かり、積極的に取り組

む農家が少ない。 

□回答…イノシシについては、稲刈り後、電柵を外した田が荒らされており、大いに問題が

ある。捕獲処分するしかないが、なかなか罠に掛からない。冬季における狩猟に期待

するしかない。                    ＜回答者 武藤 道廣＞ 

 

  ③ 空き家対策の問題  更地にすると固定資産税が最大で6倍にもなり、取り壊し費用も 

高額である。 

□回答…相続放棄や、所有者の所在不明などの問題が山積している。更地後の利用価値があ

れば進んでいくのだろうが、対応には、町も苦慮している。しっかりした枠組み作り

が必要であり、現在町が検討中である。         ＜回答者 武藤 道廣＞ 
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（３）懇談会に係る参加者からの提言及び意見等 

① 端村地区が今回の台風19号で一時孤立した問題 

    下野尻端村線の嵩上げをしたが、それでも冠水した。 

   □回答…ダムの連携による事前放水について東北電力に要望を出したが、阿賀川のダムは貯

水用でないため、ダム間の連携が取れていない。     ＜回答者 武藤 道廣＞ 

 

  ② 人的被害の対応については、町の対応はよかった。（回答不要） 

 

  「要望事項」 

① 第５期中山間直接支払制度について、事務事業の一元化は出来ないか。 

   □回答…今後の考え方の一つとして受け止める。皆さんと町や議会でもう少し具体的な方向

性等について、お互いに議論していきたい。 

（個人で受け取っている方も多数おり町全体の意向集約は極めて難しい現況であるため、 

将来に向けて考えることで発言者も理解を示していた。）  

  ＜回答者 三留 正義 武藤 道廣＞ 

□対応…今般の要望事項とはしない 

 

（４）開催会場における改善及び反省事項 

   特に無し 

 

３．小綱木集会所  

（１） 担当係 

① 受 付    荒海 正人 

② 進 行    武藤 道廣 

③ 開会あいさつ 三留 正義  自治区長 荒海 文弥 

④ 説 明    三留 正義 

⑤ 記 録    荒海 正人 

 

（２）議会報告に係る参加者からの質問・意見等 

① 上下水道の運営について適正に行われているのか。 

□回答…上下水道事業は、町民のライフラインであるため、町でも適正な管理・運営を行っ

ている。                       ＜回答者 武藤 道廣＞ 

 

② 社会福祉事業において委託事業である社会福祉協議会と町の関係について 

□回答…町事業の委託事業者としての関係であるため、事業内容の指示や指導等を行ってい

る。苦情等についても役場を通して対応しているところもある。 

＜回答者 武藤 道廣＞ 
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③ 若者向け住宅について 

□回答…旧野沢保育所跡地の利用については、町外から通っている一人暮らし世帯の住宅整

備について町内企業から要望があったため、利便性を考え当該跡地への建設を決定し

た。 

近隣自治区に対しては、説明会の実施を行い、理解を求めている。 

＜回答者 三留 正義＞ 

（当時の全員協議会説明事項ゆっくり紐解いた） 

 

（３）懇談会に係る参加者からの提言及び意見等 

①小綱木自治区は、町防災ハザードマップにおいて地すべり区域に指定されているため、対策

方法（砂防ダム、避難所位置の検討）について意見交換した。 

 

（「小綱木では水害の実例に乏しいこと。また、ほぼ全域が地滑り区域の急傾斜地になって 

いるので、災害で今後どうしたいかという議論にまで至らないのが現実である。」といった 

趣旨の話で終わった感が否めない） 

 

（４）開催会場における改善及び反省事項 

   特に無し 
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令和元年１１月２６日 

 

 

西会津町議会広報広聴常任委員会   

委 員 長 武 藤 道 廣  様 

 

 

 議会報告会第３班 班長 多賀 剛 

 

議 会 報 告 会（第３班）報 告 書 
 

「町民と議会との懇談会」（第 13 回議会報告会）開催結果について、下記のとおり報告いたしま

す。 

記 

1．開催場所及び日時等 

開催場所 開 催 日 開催時間 参 加 者 

中野集会所 １１月１９日（火）  18：30～20：00 

男性～ ６人 

女性～ ５人 

計～１１人 

旧上谷分校 １１月２０日（水） 18：30～20：00 

男性～１０人 

女性～ ２人 

計～１２人 

屋敷集会所 １１月２２日（金） 18：30～20：00 

男性～ ７人 

女性～ １人 

 計～ ８人 

 

□自治区長出席者  中野集会所   中野自治区長   長谷川孝雄 

           旧上谷分校   泥浮山自治区長  伊藤 一 

                   程窪自治区長   新田康弘 

           屋敷集会所   屋敷自治区長   伊藤優一 

                   楢木平自治区長  佐藤与市 

 

 □添付書類…出席者名簿 

 

２．出席議員 

  多賀 剛  伊藤一男  小林雅弘  清野議長（２２日のみ） 

 

３．実施内容 

  別紙の通り  
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＜ 別  紙 ＞ 

１．中野集会所 

（１）担当係 

① 受 付     小林 雅弘 

② 進 行     伊藤 一男 

③ 開会あいさつ  多賀 剛 

④ 説 明     伊藤 一男 

⑤ 記 録     小林 雅弘 

 

（２）議会報告に係る参加者からの質問等 

① 森林環境譲与税基金で何ができるのか。 

□回答… ①間伐等の森林整備  

        ②人材育成・担い手確保・林業の担い手確保のための研修会等 

        ③木材利用の促進 

        ④普及啓発活動                  （回答者 多賀 剛） 

□意見…使い勝手を考えないといけない。 

□回答…最終的に２,０００万円くらいにはなる。     （回答者 伊藤 一男） 

□問 …都市にも同じように交付されるのか。 

□回答…都市との交流人口の増加のために使うのはどうか。   （回答者 多賀 剛） 

□意見…材価が安い。山を持っている人には何のメリットもない。 

□回答…切らなければならない山がたくさんある。機械で切り搬出コストを考えれば材

価より高くなる。山の木をどの様に搬出するか、それが問題だ。 

                              （回答者 多賀 剛） 

   

② 町長との懇談会の内容が、議会に伝わっているのか。議会へも報告の必要があるので

はないか。 

 □回答…町長部局との意思疎通を密にしていく必要がある。  （回答者 多賀 剛） 

 

③ 除雪をもっと柔軟に、丁寧に作業して欲しい。除雪した後に、雪の塊がゴロゴロ落ち

ている。朝２時ごろ除雪されて、出勤する時にまた積もっている。 

□回答…雪の降り方で出動時間を決めている。理解して欲しい。 （回答者 多賀 剛） 

 

④ ここ１～２年、イノシシの被害が凄い。何とか駆除できないか。 

□回答…電柵が有効だがすべて張れるわけではないし万全ではない。広域的な取り組み

対策が必要である。 

（回答者 多賀 剛） 
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（３）懇談会に係る参加者からの提言及び意見等 

① 防火水槽、２０立方メートルの方を大きくして欲しい。上の地区に消火栓を設置して

欲しい。以前から要望している。 

□回答…消防団を通して町に要望しているのであれば、なぜ進んでいないのか調査する。

                              （回答者 多賀 剛） 

 

② 中野・大久保地区は、もし橋や道路が不通になれば、陸の孤島となる。 

□回答…ハザードマップをもとに備えている。     （回答者 多賀 剛） 

□問 …事前にそのときに備えて対策を考えているのか。道路関係の被害の場合、集落

内ではなく、集落をつなぐ道路が被災した場合。例えば、黒沢は西方と連携する

など。孤立すると不安になる。 

□回答…最悪のケースも想定しておくことも必要。区長と役場との連絡を密にする。 

３日間耐えれば救援がくる。備えをすることが大切。 

                     （回答者 多賀剛、伊藤一男） 

□意見…避難所の場所を再検討しなければならない。 

 

（４）開催会場における改善及び反省事項 

  特に無し 

 

２．旧上谷分校 

（１）担当係 

   中野集会所同様  

 

（２）議会報告に係る参加者からの質問等 

① 一般会議とは、議員を呼んで意見交換することだが、分かりづらい。 

□回答…例えば集落の会合に議会を呼ぶのも一般会議となる。気軽に議員を呼んで意見

交換をして欲しい。議会に対しても陳情ができる。   （回答者 多賀 剛） 

 

② ３～４ヶ月前、地滑りの調査報告があった。旧上谷分校が避難場所だが、道路が崩れ

た場合のため、程窪から旧上谷分校までの避難道路の整備をして欲しい。 

   □回答…進めるのであれば緊急時の対応ということで進める方法がある。まず、（災害の

時は）自助努力を。次に集落内での助け合い。町長が視察に来たのなら、町長に

確認する。                   （回答者 多賀 剛） 

 

③ 町の職員がパトロールをしていたが、路肩が崩れていたら、スコップで直す程度のこ

とをするべきではないか。これは気持ちの問題だ。職員教育が必要。 

   □回答…危険な状態なら当然その場で対応する必要がある。すぐに帰って作業班に指示

することも大切ではないか。               （回答者 多賀 剛） 

    □意見…すぐ修繕することも必要だ。 
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④ 道路の整備、側溝の土砂さらい、草刈りなどの人足が限界にきている。 

   □回答…大学生を集めて人足等をやってもらうケースもある。 （回答者 多賀 剛） 

   □意見…「天空の里」でやっていたが、おもてなしもできなくなった。 

 

⑤ 旧上谷分校が避難所になっているが、調理場のタイルがはがれている。修理して欲し

い。 

   （懇談会終了後、調査。２平方メートルほど剥がれていることを確認。） 

   □回答…集会所改修に補助金がでる。 

 

⑥ 林道の人足について、町で補助があるか？ 

   □回答…今のところない。 

   □意見…水土里事業でできるかどうか、役場に行って聞いてみる。 

 

（３）懇談会に係る参加者からの提言及び意見等 

① 上谷から縄沢への道に、雪崩が発生する場所が２～３ケ所ある。共有地があったりし

てなかなか改良が進まない。町には３区長が平成２７年から陳情はしている。小規模な

工事はしているが、安心できるような工事をして欲しい。 

   □回答…写真をみると町だけでは対応できない。県や国にも要望することが必要。 

   （回答者 多賀 剛） 

   □要望…県や国がやる前に、もうすこし、安心できる防護柵をつくるなどの工事をして

欲しい。 

   □回答…経済常任委員会で調査する。             （回答者 多賀 剛） 

 

② 縄沢からここまでが生活道路。カーブが多い道で、危険箇所が７，８箇所ある。内側

の山の一部を削ってくれれば見通しが良くなり安心して通れる。工事を進めてもらえな

いか。 

   □回答…今までの陳情や要望書を確認した。どのように道路を整備すれば良いのか検討

する必要がある。道路整備がどの程度で実施されるのか、見通しを示せば安心

できるのではないか。         （回答者 多賀 剛、伊藤 一男） 

 

（４）開催会場における改善及び反省事項 

  特に無し 
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３．屋敷集会所 

（１）担当係 

① 受 付    小林 雅弘 

② 進 行    伊藤 一男 

③ 開会あいさつ 清野 佐一議長、多賀 剛 

④ 説 明    伊藤 一男  

⑤ 記 録    小林 雅弘 

 

（２）議会報告に係る参加者からの質問等 

① 若者向け住宅に入れるのは、西会津町に住んでいる人だけか。 

□回答…若者向け住宅は、町外から町内に働きにきている人が対象。単身者か夫婦を想

定している。間取りは１ＬＤＫ。             (回答者 多賀 剛） 

□問 …旅館ではダメなのか。 

□回答…若い人が住みたくなるような住宅が必要。定住への第一ステップ。 

                    （回答者 多賀 剛） 

 

② 若者向け住宅だけなのか。地域の集会所などは？ 

□回答…今回は、若者向け住宅。              （回答者 多賀 剛） 

□問 …横町の道路は広げられないのか。 

□回答…両側に家があるため難しい。            （回答者 多賀 剛） 

 

③ 三島町の若者向け住宅はどうなっているのか。 

   □回答…募集をしてみたら、募集戸数以上の申込があった。  （回答者 多賀 剛） 

   □問 …どのような人が入居しているのか。 

   □回答…伝統工芸の研修生など。             （回答者 多賀 剛） 

   □問 …西会津町は、会社や介護関係の業種に仕事に来ているようだが。 

□回答…アンケートでは、３０数名の方々が「若者向け住宅があれば入りたい」との要

望がある。                    （回答者 多賀 剛） 

   □問 …空き屋対策で、町が１,０００万円くらい出して空き屋を改装した方がよいので

は。 

   □回答…若い人は、利便性などを重視する。単身での気軽さもある。空き屋を利用する

のであれば、要件を満たせば２００万円の補助がでる。 

               （回答者 多賀 剛） 

 

④ 西山地区への道路は、住民が居たころは町で管理していたが、今は管理されていない。 

住民は住んではいないが、３軒は畑をつくっている。今は水土里事業で草刈りをしてい

る。町道なのだから町でやって欲しい。 

 □回答…町へ要望として出して欲しい。           （回答者 多賀 剛） 
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（３）懇談会に係る参加者からの提言及び意見等 

① 楢木平の水道は、天気の良い日が続くと渇水で、大雨が降ると水が濁る。 

   □回答…町で調査してきたと思うが、地元と町で話し合って欲しい。議会としても調査

して対応したい。維持・管理はお金の面よりも人的な負担が大きい。要件もある

が維持費の８０％は町で負担する。２０％は水道組合の負担となる。 

 （回答者 伊藤 一男） 

 

② 屋敷地区の水源の水が少なくなっている。夏、渇水した。水の確保だけでも町でやっ

てもらうわけにはいかないか。 

   □回答…集落内での調整も考慮する必要がある。生活に必要な水が不足したら、町は給

水車を用意して対応する。              （回答者 多賀 剛） 

   □意見…タンクに貯めておく方法はないか。今、２４時間浄化した水を出し続けている。

今あるのは、６ｔタンク。渇水になると、水が出るまでに１０時間かかる。 

 □回答…八重窪にある４０ｔくらいの水槽に貯めるという方法もある。 

                                （回答者 清野議長） 

   □回答…ボーリング等の抜本的な対策も必要ではないか。   （回答者 多賀 剛） 

 

（４）開催会場における改善及び反省事項 

  特に無し 

 


